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2017 年・2018 年合格目標 

国家総合職講座 ガイダンス 
担当 ＴＡＣ・Ｗセミナー国家総合職講座担任 山下 

 

 本日の予定 

１ 国家総合職の仕事と魅力 

２ 国家総合職試験の内容：大学卒業程度試験(法律・経済・政治国際)について 

３ 国家総合職試験の内容：院卒者試験(行政)について 

４ 国家総合職試験の内容：大学卒業程度試験(教養区分)について 

５ 国家総合職試験の内容：人事院面接と官庁訪問について 

６ 本講座の特徴：合格カリキュラムと無料体験のご案内 

 

 

１ 国家総合職の仕事と魅力 

 これからのわが国をデザインする仕事 

(パンフレット p.４～p.９ 「現役官僚インタビュー」) 

 

 

※省・局・課とはどのようなイメージなのか？ 

役所  民間だと 

省 
 

業界 

局 
 

大会社 

課 
 

事業部 
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 具体的にはどのような仕事をするのか？ 

  

                            審議官 

 係員    係長    課長補佐    課長     総括官     事務次官  

                            局長 

       4 年～    10 年～    20 年～   30 年～      35 年～ 

 

 

政策・企画の立案、法律の制定・改正、業界指導     外国・政治家・他省との交渉 

 

 ※課長より上は競争⇒外れたら天下り(独立行政法人や関係業界の民間に再就職) 

 ※また、途中で政治の世界(議員・首長)や学者の世界への転身もある 

 ※総務省・警察庁などは地方への出向がほぼ確実に存在する＝転勤アリ 

 

 

２ 国家総合職試験の内容：大学卒業程度試験(法律・経済・政治国際)につ

いて 

(パンフレット p.12) 

一次試験(平成 28 年は 5 月 22 日) 

 ①基礎能力試験（３時間 40 問 多肢選択式＝マークシート）：配点２／15 

  知能分野(27 問) 

  文章理解(11 問)…現代文・英文の内容把握・空欄補充・文章整序＝並べ替え 

  判断推理・数的推理(16 問・資料解釈を含む)⇒どのようなもの？は後述 

  知識分野(13 問) 

  自然(物理・化学・生物・地学)・人文(思想・日本史・世界史・地理)・社会(政治・経

済・社会)・時事 
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平成 27 年 国家総合職本試験 基礎能力試験出題表 

番号 科目 出題内容 番号 科目 出題内容 

No.１ 文章理解 現代文(内容合致) No.21 数的推理 数量的順序関係 

No.２ 文章理解 現代文(内容合致) No.22 数的推理 速さ 

No.３ 文章理解 現代文(文章整序) No.23 数的推理 年齢算 

No.４ 文章理解 現代文(空欄補充) No.24 数的推理 順位的順序関係 

No.５ 文章理解 英文(内容合致) No.25 数的推理 ニュートン算 

No.６ 文章理解 英文(内容合致) No.26 資料解釈 数表 

No.７ 文章理解 英文(内容合致) No.27 資料解釈 グラフと数量 

No.８ 文章理解 英文(内容合致) No.28 時事 近年の世界経済の動向 

No.９ 文章理解 英文(内容合致) No.29 時事 
我が国における 

男女共同参画社会の形成 

No.10 文章理解 英文(文章整序) No.30 時事 気象や宇宙等 

No.11 文章理解 英文(空欄補充) No.31 物理 凸レンズ 

No.12 判断推理 対応関係 No.32 化学 有機化合物 

No.13 判断推理 トーナメント戦 No.33 生物 生物多様性と生態系 

No.14 判断推理 順位関係 No.34 日本史 我が国の産業、貿易等の歴史 

No.15 判断推理 対応関係 No.35 世界史 ロシアの歴史 

No.16 判断推理 数量推理 No.36 思想 江戸時代の思想家 

No.17 判断推理 対応関係 No.37 地理 資源やエネルギー 

No.18 空間把握 軌跡の長さ No.38 法律 日本国憲法の保障する基本的人権 

No.19 空間把握 展開図 No.39 政治 欧州連合 

No.20 数的推理 展開後の計量 No.40 経済 市場の機能等 
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補 判断推理、数的推理とは？ 

判断推理…高度なクイズ？⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

 

例題(平成 27 年国家総合職 No.12 正解 ５ データリサーチ正答率 57.6％) 

 



5 

 

数的推理…算数の文章題、数学の平面図形⇒数学・算数が苦手だと苦労するが、点を拾う

ことができればよい＝ジャンルごとに克服していく 

 

文章題の例題(平成 27 年国家総合職 No.21 正解 ５ データリサーチ正答率 23.8％) 
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平面図形の例題(平成 27 年国家総合職 No.20 正解 ３ データリサーチ正答率 61.7％) 
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空間把握…最近はあまり出題がない＝平成 25 年は出題ナシ⇒出題されても１問～２問 

例題(平成 27 年国家総合職 No.18 正解 ２ データリサーチ正答率 49.8％) 
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資料解釈…数表、グラフなどの資料を読み取って、簡単な計算をする 

⇒数学・算数が苦手な人でも問題演習量でカバーできる科目 

例題(平成 27 年国家総合職 No.26 正解 ４ データリサーチ正答率 87.2％) 
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 ②専門試験(３時間 30 分 40 問 多肢選択式＝マークシート 丸数字は出題数） 

  配点 ３／15 

  [政治・国際区分⇒平成 28 年試験より以下のように変更] 

  必須科目…政治学⑩、国際関係⑩、憲法⑤ 

  選択科目 行政法⑤、民法(担保物権、親族相続を除く)③、経済学③、財政学③、経

済政策③、行政学⑤、国際法⑤、国際事情③から任意の 15 問選択 

   

  [法律区分] 

  必須科目…憲法⑦、行政法⑫、民法⑫ 

  選択科目…商法③、刑法③、労働法③、国際法③、経済学③・財政学③ 

から任意の 9問選択 

 

  [経済区分] 

  必須科目…経済理論⑯、財政学･経済政策⑤、経済事情⑤、統計学･計量経済学⑤ 

  選択科目…経済史･経済事情③、国際経済学③、経営学③、憲法③、民法(担保物権、

親族相続を除く)③から任意の 9問選択 

 

 

  １次合格には何点くらい必要か？ 

  平成 27 年試験では(ゴシック体のところが平均点) 

  法律区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 32 

専門 37 36 35 34 34 33 32 31 30 29 29 27 26 22 

  経済区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

専門 27 26 25 25 24 23 22 21 20 20 19 18 17 

  政治国際区分(基礎能力試験・専門試験ともに 40 点満点) 

基礎 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

専門 35 34 33 32 31 30 30 29 28 27 26 26 25 

 

 

基礎能力 50％でも専門 60～70％あれば合格できる 
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③２次試験：筆記試験(平成 28 年は 6月 19 日) 

 専門試験(記述式 ４時間)：配点５／15 

  [政治・国際区分]  

  政治学、行政学、憲法、国際関係Ａ、国際関係Ｂ、国際法、公共政策Ａ、公共政策Ｂ

の 8科目から 3科目選択 

  ※公共政策Ａ・Ｂを両方選択すれば他は 1科目 

  [法律区分] 

憲法、行政法、民法、国際法、公共政策Ａ、公共政策Ｂの 6科目から 3科目選択 

※公共政策Ａ、公共政策Ｂの両方を選択することはできない 

  [経済区分] 

必須科目 経済理論 

選択科目 財政学、経済政策、公共政策Ａ、公共政策Ｂの 3科目から 2科目選択 

※公共政策Ａ、公共政策Ｂの両方を選択することはできない 

 

 

 政策論文試験(記述式 ２時間 １題)：配点２／15 

…政策の企画立案に必要な能力その他総合的な判断力。及び思考力についての筆記試験 
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専門記述試験：平成 27 年本試験  

憲法 

 

 次の事例について，以下の設問(1)，(2)，(3)に答えなさい。 

 

［事例］ 

 人種・民族的な少数者集団に対する憎悪や差別を助長し扇動する，いわゆる差別的憎悪表現（ヘイトスピーチ）を規制

するため，次の内容を骨子とする法案が政府部内で検討されている，と仮定する。 

 

 何人も，公の場で，人種・民族的な少数者集団に対する憎悪や差別を助長し扇動する表現活動（以下「差別的憎悪表現」

という。）を行ってはならない。 

 差別的憎悪表現規制委員会（以下「委員会」という。）を，内閣府の外局として設置する。委員会の委員長及び委員は

独立してその職権を行う。委員長及び委員は，学識経験者のうちから，両議院の同意を得て，内閣総理大臣が任命し，ま

た，３年の任期中，心身の故障のため職務遂行が不可能である等の例外的な場合を除いては，罷免されない。 

 委員会は，差別的憎悪表現が現実に行われようとしていると認めるときには，当該差別的憎悪表現を行おうとしている

者に対して，当該差別的憎悪表現の中止を命じることができる。委員会の中止命令に反して差別的憎悪表現を行った者は，

１年以下の懲役又は20万円以下の罰金に処する。 

 

 しかしながら，この法案には，憲法第21条，第31条及び第65条に違反する可能性があるとの意見が出された。 

 

(1) 憲法第21条についての想定される疑義を指摘した上で，あなたの見解を述べなさい。 

(2) 憲法第31条についての想定される疑義を指摘した上で，あなたの見解を述べなさい。 

(3) 憲法第65条についての想定される疑義を指摘した上で，あなたの見解を述べなさい。 
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専門記述試験：平成 26 年本試験 

 経済理論 

 次の(1)，(2)の問いに全て答えなさい。ただし，(1)は答案用紙の表側に，(2)は答案用紙の裏側にそれぞれ解答しなさ

い。 

 

(1) 高品質と低品質の２種類の中古車の取引を考えよう。（潜在的）売り手と（潜在的）買い手は２Ｎ人ずついるものと

し，Ｎ人の売り手は高品質車，他のＮ人の売り手は低品質車を，それぞれ１台保有しているとする（ここでＮは正の

整数）。買い手は，高品質車なら120万円まで，低品質車なら40万円までを支払っても構わないとする。高品質車を持つ

売り手はＲ万円以上で，低品質車を持つ売り手は20万円以上で，保有する中古車を手放しても構わないとする。ここで

Ｒは，20＜Ｒ＜120を満たす定数（整数とは限らない。）である。買い手は２台以上の中古車は必要とせず，売り手は

自分が保有する中古車の品質を知っているものとする。このとき，以下の設問①～⑥に答えなさい。 

 

① この設問では，高品質車と低品質車は別々の市場で取引され，買い手は個々の中古車の品質を知っているものと

する。高品質車の価格をｐＨで，低品質車の価格をｐＬで表す。 

（ア）買い手が高品質車を買うとき，ｐＨとｐＬが満たす条件を求めなさい。 

（イ）買い手が低品質車を買うとき，ｐＨとｐＬが満たす条件を求めなさい。 

（ウ）競争均衡においてｐＨとｐＬが満たす条件を求めなさい（高品質車と低品質車の両方が取引されると仮定して

もよい。売り手が保有する車を手放すための条件も考慮すること。） 

② 買い手が支払っても構わないとする価格と実際に支払う価格の差額と，売り手が保有する中古車を手放しても構

わないとする価格と実際に受け取る価格の差額の総和を，厚生水準と呼ぶことにする。設問①の均衡の厚生水準を，

ＮとＲを使って表しなさい。 

③ この設問と設問⑤では，高品質車と低品質車が同じ市場で（したがって同じ価格の下で）取引されるとする。市

場で取引される中古車のうち，高品質車の（台数の）割合をｓで表す。買い手は，個々の中古車の品質を知らない

が，ｓを正しく予想し，（120ｓ＋40（１－ｓ））万円まで支払っても構わないとする。Ｒがいかなる値をとれば，２

Ｎ台すべての中古車が取引される均衡が存在するかを説明しなさい。 

④ 設問③の均衡の厚生水準を求め，設問①の均衡の厚生水準と比べなさい。 

⑤ Ｒが設問③で求めた条件を満たさないとき，均衡においてはどちらの品質の中古車がいかなる価格の下で取引さ

れるかを説明しなさい。 

⑥ 設問⑤の均衡の厚生水準を求め，設問①の均衡の厚生水準と比べなさい。 

 

 

(2) いま，ある経済で，ミルトン・フリードマンが提唱した自然失業率仮説が成立し，インフレ率と失業率の関係を示す

フィリップス曲線が，以下の式で与えられるとする。 

Π＝ ｅΠ －３Ｕ＋９ 

 ここで，Πはインフレ率（単位：％）， ｅΠ は予想インフレ率（単位：％），Ｕは失業率（単位：％）を示す。このと

き，以下の設問①～⑥に答えなさい。 
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① 自然失業率仮説の下では，実際の失業率が短期的には自然失業率から乖離する。その理由を簡潔に説明しなさい。 

② 予想インフレ率が常に１期前の実際のインフレ率に等しいとしよう。このとき，毎期２％の失業率を維持しよう

とすれば，インフレ率を毎期何％ポイントずつ高め続けなければならないか，答えなさい。 

③ 設問②とは異なり，今期の予想インフレ率 ｅΠ が， ｅΠ ＝ ｅ

－１
Π ＋0.5(Π－ ｅ

－１
Π ）という式に基づいて形成されるも

のとする（ここで， ｅ

－１
Π は１期前の予想インフレ率）。このとき，毎期２％の失業率を維持しようとすれば，今期の

インフレ率Πを１期前の予想インフレ率 ｅ

－１
Π に比べて何％ポイントずつ高め続けなければならないか，答えなさい。 

④ いま政府の損失関数が， ２Π ＋３(Ｕ－２)２であったとする。このとき，政府が予想インフレ率 ｅΠ は一定と考えて，

損失関数を最小にするようにインフレ率Πを決定したとすると，インフレ率Πと失業率Ｕはそれぞれいくつになる

か。 ｅΠ を用いて求めなさい。 

⑤ 設問④と同様に，政府の損失関数は ２Π ＋３(Ｕ－２)２で，政府は予想インフレ率 ｅΠ を所与と考えて損失関数を最

小にする。しかし，設問④と異なり，人々は予想インフレ率を ｅΠ ＝Πとなるように合理的に形成するものとする。

このとき，実現するインフレ率Πと失業率Ｕはいくつになるか，求めなさい。また，実現したインフレ率Πと失業

率Ｕは政府にとって望ましいものといえるか，理由を付けて説明しなさい。 

⑥ 設問④や設問⑤とは異なり，政府の損失関数が ２Π ＋３(Ｕ－３)２であったとする。このとき，設問⑤の答えはど

のように変わるか，理由を付けて説明しなさい。 
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政策論文試験：平成 27 年本試験 
 
 

設問 

 2050年において日本政府が優先的に取り組むべき政策はどのようなものか，あなたの見解を述べなさ

い。 

 

資料１ 

 未来社会を描くためには，自らをまず未来社会のなかに置いてみなければならない。そこでの常識は，現在からすれば，

常識はずれのものかもしれない。つまり，われわれが現在の時点で未来社会をとらえるためには，その前提条件に未来社

会の常識を置かなければならない。それを現在社会の常識で正しく判断しうるか否かは，まさに勇気と想像力に大きく依

存する。その上で，現在社会のなかに，未来社会へと至る小さな芽生えを見つけることが目的となるであろう。 
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資料２ 

 

（注）*From cheap manpower to cheap brainpower:  The world moves from a competitiveness model based on cheap 

manpower to one based on cheap brainpower.  In total, India, China and Russia have 14 million university 

students, as many as the US.  These students quickly become young professionals eager for success, who 

are relatively affordable and highly motivated.  Through technology, these brains can be accessed from 

all over the world. 

HIGH 

I 

M 

P 

A 

C 

T 

LOW 

・From cheap manpower  
to cheap brainpower* 

・A new environmental  
strategy for companies 

・Life sciences and  
environment attract  
massive investments 

・From Service to Re-industrialization 

・A new business  
model for the poor 

・Intense competition  
between value systems 

・From collective to  
individual value  
systems ・Retirement age  

increases 

・Atomization of the value  
system in the West 

・Low demography hits  
Europe, Japan and Russia ・China, India, Brazil and  

Russia as technological  
powers 

・Climate change affects  
economic resources ・Productivity is  

harmonized worldwide 
・Society capitalism 

・Labor cost  
differences shrink 

・Urbanization  
means congestion 

・The technological  
divide disappears 

・Absolute poverty  
regresses 

・Social expenditures in  
Asia 

・Pandemic risks  
occur more  
frequently 

・A new energy mix 

・Life expectancy increases,  
expenses also 

・Remoteness becomes  
irrelevant 

・In Western industrial  
nations, some people  
reject mobility 

2014 2030 TIME HORIZON 2050 

COMPETITIVENESS ISSUES SCOREBOARD 
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資料３ 

 

『2052 今後40年のグローバル予測』における「20の個人的アドバイス」 

１．収入より満足に目を向ける 

２．やがて消えていくことに興味を持たない 

３．最新の電子エンターテインメントにお金を投じ，それを選ぶことを学ぼう 

４．子どもたちに無垢の自然を愛することを教えない 

５．生物多様性に興味があるなら，今のうちに行って見ておこう 

６．大勢の人に荒らされる前に世界中の魅力あるものを見ておこう 

７．気候変動の影響が少ない場所に住みなさい 

８．意思決定能力のある国に引っ越しなさい 

９．持続可能性の欠如があなたの生活の質を脅かすことについて知ろう 

10．サービス業や介護の仕事が嫌なら，省エネルギー関連か再生可能エネルギーの分野で働きなさい 

11．子どもたちに北京語を習うように勧めなさい 

12．成長はすべて良いことだという考え方から脱却する 

13．化石燃料を基にした資産は，ある日突然，その価値を失うことを忘れないように 

14．社会不安に敏感でないことに投資しよう 

15．相応の義務以上のことをしよう。将来後ろめたい思いをしなくてすむように 

16．持続可能性の欠如の中にビジネスの将来性を探ろう 

17．ビジネスで，販売量の伸びと利益の伸びを混同しないように 

18．選挙で再選を望むなら，短期的に結果が出る公約を掲げよう 

19．未来の政治は物質的制約に左右されることを覚えておこう 

20．政治において，限りある資源への平等なアクセスは，言論の自由より重要であることを認めよう 
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④２次試験：人物試験(平成 28 年は６月 30 日から７月 10 日)：配点３／15 

 …人柄、対人的能力などについての個別面接(詳細は５にて) 

 

  最終合格には何点くらい必要か？ 

  筆記で平均点レベル＝専門記述 50％＋政策論文 60％を取れば、人物試験がＣランクで

合格できる 

 

 

  この中でカギになるのが専門記述 50％を取ること⇒専門記述の準備が必要 

 

ＴＡＣのカリキュラムには専門記述に厚みを持たせてある 

 

☆どの区分にするのかは、最近はどの区分でも採用するのが趨勢ではあるけれど･･･自分の

専攻分野をベースに 

 

 

 経済区分で行くためには数学アレルギー(特に関数)があると困難を伴う 

 

 

近年の試験実施状況 

年度 試験種 受験者数 1 次合格者数 最終合格者数 採用予定数 倍率 

平 

25 

政治国際 1,774 55 23 5 77.1 

法律 7,247 864 446 180 16.2 

経済 1,735 468 238 100 7.3 

平 

26 

政治国際 1,120 78 33 10 33.9 

法律 7,808 1,073 564 200 13.8 

経済 1,556 487 259 95 6.0 

平 

27 

政治国際 1,055 106 18 10 58.6 

法律 7,983 1,030 377 195 21.2 

経済 1,638 520 187 90 8.8 

※政治・国際区分の倍率が高いのは地方上級・国家一般職との併願者が多いため 
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※平成 27 年試験から新たに設定された制度：英語試験の活用 

 
TOEFL iBT® TOEIC® IELTS 英検 

15 点加算 65 以上 600 以上 5.5 以上 － 

25 点加算 80 以上 730 以上 6.5 以上 準 1級以上 

 以上のように，平成 27 年試験から，上記の表のように，最終合格判定時に得点加算がな

されます。この得点は，合否ライン上の総得点(平成 25 年試験だと 492～566 点)の概ね

5％にあたるものです。 

 

ＴＡＣの国家総合職講座では、これに対応するため、ＴＡＣで実施しているＴＯＥＩＣ

®講座を割引で受講することができます。 
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３ 国家総合職試験の内容：院卒者試験(行政)について(p.14) 

 １次試験(平成 28 年は５月 22 日) 

 ①基礎能力試験（2時間 20 分 30 問 多肢選択式＝マークシート）：配点２／15 

  知能分野(24 問) 

  文章理解(８問)…現代文・英文の内容把握・空欄補充・文章整序＝並べ替え 

  判断推理・数的推理(16 問・資料解釈を含む)⇒どのようなもの？は前述 

  知識分野(６問) 

  自然(物理・化学・生物)・人文(思想・日本史・世界史・地理)・社会(政治・経済・社

会) 

 

平成 25 年基礎能力試験(2 時間 20 分：30 問必答)    ※正答率は大卒試験の数字・％表示 

番号 科目 出題内容 番号 科目 出題内容 

No.１ 文章理解 
現代文(内容合致) 

(大卒 No.1) 
No.16 空間把握 展開図(大卒 No.19) 

No.２ 文章理解 
現代文(内容合致) 

(大卒 No.2) 
No.17 数的推理 展開後の計量(大卒 No.20) 

No.３ 文章理解 
現代文(文章整序) 

(大卒 No.3) 
No.18 数的推理 数量的順序関係(大卒 No.21) 

No.４ 文章理解 
英文(内容合致) 

(大卒 No.5) 
No.19 数的推理 速さ(大卒 No.22) 

No.５ 文章理解 
英文(内容合致) 

(大卒 No.7) 
No.20 数的推理 年齢算(大卒 No.23) 

No.６ 文章理解 
英文(内容合致) 

(大卒 No.8) 
No.21 数的推理 順位的順序関係(大卒 No.24) 

No.７ 文章理解 
英文(内容合致) 

(大卒 No.9) 
No.22 数的推理 ニュートン算(大卒 No.25) 

No.８ 文章理解 
英文(空欄補充) 

(大卒 No.11) 
No.23 資料解釈 数表(大卒 No.26) 

No.９ 判断推理 対応関係(大卒 No.12) No.24 資料解釈 グラフと数量(大卒 No.27) 

No.10 判断推理 
トーナメント戦 

(大卒 No.13) 
No.25 時事 

近年の世界経済の動向 

(大卒 No.28) 

No.11 判断推理 
順位関係 

(大卒 No.14) 
No.26 時事 

我が国における男女共同参画社

会の形成(大卒 No.29) 

No.12 判断推理 対応関係(大卒 No.15) No.27 時事 気象や宇宙等(大卒 No.30) 
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No.13 判断推理 数量推理(大卒 No.16) No.28 生物 
生物多様性と生態系 

(大卒 No.33) 

No.14 判断推理 対応関係(大卒 No.17) No.29 世界史 ロシアの歴史(大卒 No.35) 

No.15 空間把握 軌跡の長さ(大卒 No.18) No.30 法律 
日本国憲法の保障する基本的人

権(大卒 No.38) 

 

 

 ②専門試験(３時間 30 分 40 問 多肢選択式） 

  配点 ３／15⇒大卒者試験に同じ 

 

  １次合格には何点くらい必要か？ 

  院卒区分(基礎能力試験は 30 点満点・専門試験は 40 点満点 太字が平均点) 

基礎 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

専門 33 32 31 29 28 27 26 25 24 23 22 

 

 

２次試験 

①筆記試験(平成 28 年は 6月 19 日) 

 専門試験(記述式 ４時間)：配点５／15⇒大卒者試験に同じ 

 

大卒者試験に比べてレベルが高い 

(大卒の平均点 30～32⇔院卒は 35) 

 

②政策課題討議試験(平成 28 年は７月 11 日から７月 15 日)：配点２／15 

…課題に対するグループ討議によるプレゼンテーション能力やコミュニケーション力な

どについての試験(課題に関する資料の中に英文によるものも含む。) 

 ６人１組のグループを基本として実施(概ね 1時間 30 分) 

 レジュメ作成(25 分)→個別発表(１人当たり３分)→グループ討議(30 分)→討議を踏

まえて考えたことを個別発表(１人当たり２分) 

 

 平成 26 年度試験の出題 

①いわゆる「買い物弱者」（自力での食糧の調達が難しい人々）の増加に対する施策 

②献血率を上げるための施策 

③大学授業料を無償化すべきか 
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③人物試験(平成 27 年は７月 11 日から７月 15 日)：配点３／15 

…人柄、対人的能力などについての個別面接(詳細は５にて) 

近年の試験実施状況(平成 24 年から実施 行政のみの数字) 

年度 受験者数 1 次合格者数 最終合格者数 採用予定数 倍率 

平 25 782 303 159 65 4.9 

平 26 676 357 192 70 3.5 

平 27 710 365 253 70 2.8 
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４ 国家総合職試験の内容：大学卒業程度試験(教養区分)について(p.18) 

⇒早めにスタートしておけば、これも十分に狙える！ 

１次試験(平成 27 年は 9月 25 日) 

 基礎能力試験Ⅰ(2 時間 24 問)･･･文章理解 8問、判断推理・数的推理(資料解釈を含

む)16 問 

 基礎能力試験Ⅱ(1 時間 30 分 30 問)･･･時事 3問、自然科学 9問、人文科学 9問、社

会科学 9問 

 総合論文試験(4 時間 2 問)･･･第Ⅰ部は政策の企画立案の基礎となる教養・哲学的な

考え方に関するもの、第Ⅱ部は具体的な政策課題に関

するもの 

 

二次試験(平成 28 年は 11 月 8 日から 16 日のうち 2日) 

 政策課題討議試験･･･課題に対するグループ討議によるプレゼンテーション能力やコ

ミュニケーション力などについての試験 

 企画提案試験･･･ある課題について小論文を作成(2 時間)、これについてのプレゼンテ

ーション及び質疑応答を行う 

 人物試験･･･春試験と同じ面接試験 

 

1 次合格のためには 

基礎Ⅰ 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

基礎Ⅱ 20 18 16 15 13 11 10 9 9 

 

最終合格のためには･･･総合論文(20 点満点で 12 点 平均点 11.8)、政策課題討議(Ｃ評

価 平均的評価)・企画提案試験（12点満点で 6点 平均点 6.0）、

人物試験(Ｃ評価 平均的評価)を取れば最終合格 

⇒詳細は対策ＨＲにて 

 

近年の試験実施状況(平成 24 年から実施 採用予定は翌年の官庁訪問分) 

年度 受験者数 1 次合格者数 最終合格者数 採用予定数 倍率 

平 24 694 120 52 17 13.3 

平 25 995 174 92 25 10.8 

平 26 1,119 228 123 33 9.1 

平 27 1,486 232 133 未発表 11.2 
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５ 国家総合職試験の内容：人事院面接と官庁訪問対策 

 

①人事院面接＝公的試験の総仕上げ(15 分～20 分程度)⇒評価は５段階で最下位Ｅを取る

と足切り 

 
中心となるのは、 

真ん中の「これまでに取り組んだ活動や体験」 

⇒どのように取り組んだのか、その取り組み方が問われる 

及び「志望動機」 

⇒国家総合職の必然性が問われる 
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②官庁訪問(もうひとつの試験＝隠れメニュー) 

 開始…(平成 28 年は８月３日)午前８時 30 分から 

 

 期間…開始日から 1週間(同一省庁に訪問日の翌日・翌々日は訪問不可) 

    次の１週間(同一省庁に２日連続して訪問不可) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ａ・Ｂ・Ｃはそれぞれある官庁を指す 

  ※８月 17 日に「内定」が出る・・・事実上の内定はそれ以前に暗示されてはいる 

 

 ※何をするか…原課(政策を作っているところ)・人事を含め様々な人と面接(面談に近い

ものもある)して、その省庁のカラーにあっているかどうかを判断される 

 

 ※この官庁訪問をクリアしないと、就職できない⇒官庁訪問の倍率 2.5 倍程度 

 

月

日 
8/3 8/4 8/5 8/8 8/9 8/10 8/11 8/12 8/15 8/16 8/17 

 第１クール 第 2クール 
空 

き 

日 

第 3 第 4 第 5 

Ａ ○ × × ○ × ○ ○ × 〇 〇 

Ｂ × ○ × × ○ × × ○ × × 

Ｃ × × ○ × × × × × × × 
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６ 本講座の特徴：合格カリキュラム・無料体験のご案内 

①万全の 1 次対策(p.28・30・32) 

 …教室講座・DVD 講座・Web 講座と自分の学習スタイルに合わせた受講が可能(p.51) 

 

②安心のフォロー制度(p.56～) 

…さまざまな欠席フォロー 

 

③２次記述対策もバッチリ(p.29・31・33) 

…本科生ならば答案添削は無制限 

 

④内定力を徹底的に磨く面接・官庁訪問対策(p.26) 

…最終合格・内定までしっかりフォロー 

 

⑤２年生から始めるコースも充実(p.34・35) 

…１年目は基本科目をみっちり、２年目は１年目でできなかったところや選択科目を学

習して最終合格へのブラッシュアップを図る 

 

※ゼミによるブラッシュアップ(p.45) 

…法律系・経済系の実力をアップさせる渡辺ゼミ・平野ゼミをはじめ、官庁訪問対策と

して行う官庁ごとの官庁訪問ゼミ、政策論文対策の論文道場など多彩なラインアップ

でさらに高いところを目指して試験力向上を図る 

 

 

※担任講師によるＨＲや個別カウンセリング(p.59) 

…情報提供や学習スケジュールの相談など個別にフォローします 

 

 

無料体験にあるオリエンテーションと実際の講義を通じて、ＴＡＣ・Ｗセミナーの実力を

実感してください(巻末)⇒入会はその後で構いません 

 

※動画チャンネルをごらんの方へ 

 視聴後のアンケートにご協力をお願いします。ご協力をいただいた方には、入会金免除

券(１万円相当)を送付いたします。 


